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小児がん拠点病院等の連携による移行期を含めた小児がん医療提供体制整備に関する研究 

分担研究報告書 

「小児がん拠点病院による小児がん医療提供体制の整備」 
 

研究分担者 滝田順子 京都大学大学院医学研究科発達小児科学 教授 

 

A. 研究目的 

多剤併用抗がん剤や放射線治療、移

植などで妊孕性が著しく障害される恐

れのある女性がん患者に対して、卵子・

卵巣保存が推奨されているが、小児・若

年に対する卵子・卵巣保存には様々な

障壁が存在し、成人とはまた別の困難

が伴う。本研究では当院における女児

妊孕性保存の現状を解析した。  

 

B. 研究方法 

2017 年から 2018 年の間に当科にお

いて卵子保存もしくは卵巣保存を行う

ことができた患者の経緯をカルテの記

載にもとづいて後方視的に検討した。 

 

C. 研究結果 

症例 1：頻回再発したバーキットリン

パ腫の 22 歳女性 

14 歳初発の腹腔内原発バーキットリ

ンパ腫の女児。化学療法により、寛解

と再発を繰り返し、合計 9 回の再発を

きたした。アルキル化剤の総投与量が

Ifosphamide 88.5g/m2, 

cyclophosphamide10g/m2 に達してい

た。月経周期に問題ないが、妊孕性を

22 歳のときに卵子保存を希望した。

LH 4.2 mIU/mL, FSH 5.7 mIU/mL, 

estradiol 24.6 pg/mL と正常範囲内で

あったが、Anti-Mullerian ホルモンは

0.57 ng/mL と低下し 46 歳相当と診断

された。当院の産婦人科とともに

FSH, hMG, GnRH antagonist, hCG

を順次投与し、超音波にて成長卵胞を

確認、8 個の卵子の採取に成功した。 

症例 2：14 歳、上顎部原発の横紋筋肉

腫の女児 

入院後速やかに当院産婦人科医師と連

携し、両親には、病名が決定して治療

方針が決まれば、本人を含め病名告知

研究要旨 

不妊のリスクが高い女性がん患者に対して卵子・卵巣凍結保存などの妊孕性温

存治療が施行されるようになってきたが、小児科領域では実績が少ない。これ

には、患者自身が未熟であることに加えて、取り巻く環境など、成人とは異な

る様々な理由が実施を困難にしているのが現状である。本研究では安全で確実

な小児患者における卵子・卵巣保存のためのシステム構築に向け、院内におけ

る現状を解析した。 
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し、妊孕性温存の希望を聞くことを確

認した。その後、生検による診断確定

後、本人の妊孕性温存の意思を確認

し、hMG の筋注を開始した。しかし

ながら、途中で、「治療が遅延するの

ではないか」、「もう病院に帰りたくな

い」などの不安定な精神状態に陥っ

た。結局 21 個の卵子の採取に成功す

るも、嘔気、倦怠感、腹水の貯留がみ

られ、過換気症候群を発症した。 

採取後 18 日後に化学療法を開始し

た。 

 

D. 考察 

産婦人科との密な連携により、妊孕

性に問題が生じる可能性のある全ての

女児に妊孕性保存の説明を行う体制が

整ってきてはいるが、様々な問題点が

挙げられる。 

1. 病名告知後の間もない時期で、信頼

関係が構築できていない医療者からの

説明に対して、有意義な話し合いに持

っていくことが困難である。 

2. 病名の告知とほぼ同時期であり、本

人はもとより両親も混乱している状況

で、精神的な余裕がない。 

3.  治療が急がれるため、本人と両親

に時間的な余裕がない。 

4. 経済的に余裕がない。 

症例１では十分な説明の時間は持てた

ものの、患者が決心したときはすでに

卵巣機能の低下が診られており、採取

できた卵子は 8 個にとどまった。一方

で症例 2 では化学療法開始前に卵子保

存を行えたため、十分な卵子を採取で

きたものの、患者と両親への精神的負

担は決して少なくはなく、改めて卵

子・卵巣保存の体制づくりについて検

討を行った。また、経済的観点から

は、小児がん拠点病院である京都府立

医科大学附属病院と本京都大学医学部

附属病院ならびに京都府による協議か

ら、京都府がん患者生殖機能温存療法

助成事業が開始され、滋賀県に続いて

補助が開始された。 

現在、卵子・卵巣保存にあたっては

該当患者の入院の翌日をめどに小児科

医師、小児科看護師、産婦人科医師、

産婦人科看護師、メディカルソーシャ

ルワーカーからなる他職種カンファレ

ンスで状況の共有と保存にあたっての

方針を決定する方針とし、早期からの

多角的サポートを行うこととしてい

る。しかしながら、そのような体制構

築の後も説明後、保存を拒絶されるケ

ースが存在し、説明に当たっては主治

医以外に専門のカウンセラーや心理士

などの参画を予定している。 

また、特筆すべき点として、京都府

内におけるがん治療と生殖医療をそれ

ぞれ担当する専門医師達が円滑に連携

し、妊孕能の温存を望む患者の方々に

適切な情報・医療を提供することを目

的に「京都・がんと生殖医療ネットワ

ーク」KOF-net 

http://www.cancer.kuhp.kyoto-

u.ac.jp/kof-net/） 

を立ち上げ、2017 年より活動を開始

しており、本院産婦人科、小児科が活

動に加わっている。 

 

E. 結論 
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当院における卵子・卵巣保存の現状

について解析を行った。 

保存ができた症例が増えつつある一方

で保存の同意が得られなかった症例

や、保存にあたって、多大な精神的負

担があった症例を経験したことから、

他職種による包括的なチーム医療の体

制が必要と考えられた。今後、他施設

とも協力しながら、より良い体制づく

りが急務であると考えられた。 

 

F.健康危険情報 

該当なし 
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2．学会発表 

1.名倉 豊, 曽根 伸治, 中村 潤子, 早川 
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antitumor activity against cancer 

cells)(英語)：第 80 回日本血液学会学術集

会 (2018.10) 

27.Hiwatari Mitsuteru, Kimura 

Shunsuke, Watanabe Kentaro, 

Sekiguchi Masahiro, Kubota Yasuo, 

Takita Junko.STAT3 阻害剤 cucurbitacin 
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(2018.11) 

29.Nakamura Misako, Isobe Tomoya, 

Hogetsu Keita, Kugai Tamae, Takasugi 

Nao, Hidaka Moe, Mitani Yuichi, 

Hiwatari Mitsuteru, Takita 
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malignant rhabdoid tumor by whole-

exome sequencing)(英語)：第 60 回日本小
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